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フェルディナント・ホドラー（1853-1918年）は、19世紀末のスイスを
代表する画家です。国内での絶大な人気に加え、近年ではフラン
スやアメリカでも相次いで個展が行なわれるなど、その存在にはあ
らためて国際的な注目が集まっています。
　ホドラーは世紀末の象徴主義に特有のテーマに惹かれると同
時に、身近なアルプスの景観をくりかえし描きました。また、類似
する形態の反復によって絵画を構成する「パラレリズム」（平行主義）
という方法を提唱し、人 の々身体の動きや自然のさまざまな事物が
織りなす、生きた「リズム」を描き出すことへと向かいました。今回
の展覧会は、ホドラーの画業をたどりながら、世紀転換期のスイス
で生まれた「リズム」の絵画を体感する場ともなるでしょう。
　日本とスイスの国交樹立150周年を記念して開催される本展
は、日本ではおよそ40年ぶりに開催される最大規模の回顧展とな
ります。ベルン美術館をはじめ、スイスの主要な美術館と個人が
所蔵する油彩、素描など約100点により、ホドラーの芸術の全貌
に迫る、またとない機会となります。

アトリエのホドラー、ジュネーヴ（1917年）
©Gertrud Dübi-Müller / Fotostiftung Schweiz

ほとんど壁画のような巨大なカンヴァスに、左右相称を意識しながら描か
れた3人の裸の女性。彼女らは互いによく似た体つきと髪型をしている一
方で、それぞれに固有の身ぶりを見せています。画面右には、眩しそうに
陽の光を両手で遮ろうとする者、左にはそれを受け入れて祈りのような姿
勢をとる者、そして中央には、周囲を支配するように両手を掲げる者―。
この女性たちが表わしているのは、人間の「覚醒」の諸相だと考えられます。
集団舞踏のように連鎖的に呼応する女性たちの身ぶりによって、ホドラーは
「生」のちからを可視化しようとしたのです。



世紀末芸術を代表するスイスの巨匠・ホドラーの全容を紹介
スイスの「国民画家」として絶大な人気を集めるホドラー。クレーやジャコメッティなど同時代のスイス
人芸術家が、国外へ広く活躍の場を求めたのに対し、ホドラーは生涯をつうじて母国で暮らしました。
その力強く壮大なヴィジョンは、19世紀末の象徴主義を語るうえで、重要な地位を占めています。

日本では４０年ぶり。日本初公開を含む最大規模の回顧展
ホドラーの作品を数多く収蔵するベルン美術館をはじめ、スイスの主要美術館と個人所蔵家より、
油彩約60点、素描約40点を含む約100点が出品されます。オルセー美術館（パリ）、ブダペスト国立
西洋美術館、ノイエ・ギャラリー（ニューヨーク）など国外でも相次いで個展が開催され、国際的な再評
価の機運が高まっています。日本で40年ぶりに開催される本展は、《昼 III》（1900/10年頃）など、日本
初公開となる大作が出品される過去最大規模の回顧展となります。

「リズム」の絵画へ─「死」から「生」への目覚め
ホドラーの芸術を「リズム」という視点から読み解きます。彼は若くして、両親や兄弟を失くしました。
そのため、「死」や「憂鬱」といった世紀末芸術に特有の重 し々い主題を扱ったホドラーの初期作品
は、彼自身の生い立ちをも想起させます。しかし、20世紀への転換期をさかいに、ホドラーは「死」よ
りも「生」のイメージ、とくに人々の身体が織りなす「リズム」の表現に向かいます。日本初公開となる
《昼 III》は、人間の「覚醒」をテーマにした記念碑的な大作で、まさにホドラーの新たな「目覚め」を象
徴するにふさわしい作品です。

スイス・アルプスの自然―想像力の源泉
身近なスイス・アルプスの自然は、つねにホドラーの想像力を刺激する対象でした。「もっとも強い
幻
ファンタジー

想は、無尽蔵の啓発の源泉たる自然によって養われる」とホドラーは語っています。この画家は、
四季や天候に応じてさまざまな表情を見せるアルプスの自然に秩序やパターンを見いだし、それらを抽
象化することで、現実の景色でありながらもファンタジックな、独自の風景画をつくり上げていきました。

展覧会のみどころ

《昼 Ⅲ》 1900/10年頃、油彩・カンヴァス、170×368cm、ルツェルン美術館
Museum of Art Lucerne  ©Andri Stadler
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ホドラーとは

19世紀末から20世紀初頭にかけてのスイスの象徴主義を代表する画家で、母国では今日でも「国民
画家」として親しまれている。1853年にベルンの貧しい家庭に生まれ、実父の死後、幼い頃から継父
のもとで絵画を学ぶが、本格的な画業は1871年にジュネーヴへ移り住んで以降にはじまった。当初は
スイスの慣習的な風景表現やフランスの写実主義の影響下にいたが、1880年代からは象徴主義に
傾倒し、人間の内面的な感情や心理を浮かび上がらせるモニュメンタルな人物表現によって、しだい
に独自の境地を切り拓いた。アルブレヒト・デューラーやハンス・ホルバイン（子）らのルネサンス絵画
から、ピエール・ピュヴィ・ド・シャヴァンヌによる近代の壁画までを学んだホドラーの力強い線描、大
胆な賦彩、リズミックな構図は、大型の油彩画やフレスコ壁画など、とりわけ装飾的な大画面に効果
を発揮している。一方、身近なアルプスの自然も、この画家の想像力の源泉でありつづけた。画業の
後半期には、抽象化した形態と平滑な色彩表現によってアルプスの山々や湖をくりかえし描き、ほとん
ど装飾的ともいえる風景画を数多く残した。こうしたホドラーの人物画や風景画は、彼自身が提唱し
た「パラレリズム」（平行主義）という論理に基づき、類似する形態の反復や呼応関係によって組織され
ている点で注目される。晩年にいたっても大規模な壁画装飾を実現し、1918年に、長らく暮らしたジュ
ネーヴにて65歳で没した。

ホドラー略年譜

1853年 3月14日、ベルンの貧しい家庭に6人兄弟の長男として誕生。
1860年 父が結核のため死去。
1868年 トゥーンにて風景画家フェルディナント・ゾンマーに弟子入り。
1872年 ジュネーヴの美術学校でバルテレミー・メンに弟子入り。
1885年 初の個展を開催。象徴派の詩人ルイ・デュショーザルと出会う。
1890年 最初の象徴主義的大作《夜》（ベルン美術館）を完成。
1900年 パリ万博に《夜》や《昼Ⅰ》（ともにベルン美術館）、《オイリュトミー》などを出品。金賞を獲得。
1904年 ウィーン分離派第19回展に31点を出品。グスタフ・クリムトらと会う。
1915年 20歳年下の恋人ヴァランティーヌ・ゴデ＝ダレルが癌のため死去。
1918年 ジュネーヴの名誉市民となる。5月19日、同地にて65歳で病死。

《バラのある自画像》 1914年、油彩・カンヴァス、43×39cm、シャフハウゼン万聖教会博物館

ホドラーは数多くの自画像を残した画家でしたが、本作は1914年、61歳のときに描かれたものです。彼はこの年、
死を目前にした病床の恋人、ヴァランテーヌ・ゴデ＝ダレルを見つめていました。とはいえ、この自画像に悲壮感は
ありません。顔をやや斜めに向け、眼を見開いてこちらを向くホドラーの表情は、周囲に配されたバラの装飾とも
相まって、どこかチャーミングな印象を与えます。
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❸《白鳥のいるレマン湖とモンブラン》 1918年 ※掲載された写真は、スイスの風景を紹介するためのものであり、作品と同一視点から撮影されたものではありません。

❶《シェーブルから見たレマン湖》 1905年頃

❺《トゥーン湖とニーセン山》 1910年

❾《ミューレンから見たユングフラウ山》 1914年

ユングフラウ

マッターホルン
モンテローザ

レマン湖

トゥーン

ルガーノ

ベルン

チューリヒ

ルツェルン

バーゼル

シャンペリー

ローザンヌ

ジュネーヴ

❼《シャンペリー付近の風景》 1912/16年

❹レマン湖（ヴヴェイ近郊）

❷レマン湖（ラヴォー地区）

❻トゥーン湖とニーセン山

❿ユングフラウ山

❽シャンペリー

スイス全図
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❶	ジュネーヴ美術・歴史博物館
	 ©Musée d’art et d’histoire, Ville de Genève  ©Photo: Yves Siza
❷	swiss-image.ch / Marcus Gyger
❸	ジュネーヴ美術・歴史博物館
	 ©Musée d’art et d’histoire, Ville de Genève  ©Photo: Yves Siza
❹	photoplus.ch/ Christof Sonderegger
❺	個人蔵
❻	swiss-image.ch / Christof Sonderegger
❼	ヴィンタートゥール、オスカー・ラインハルト美術館アム・シュタットガルテン
 Photo: SIK-ISEA (Philip Hitz)
❽	©Florian Wildmer
❾	ジュネーヴ美術・歴史博物館
 ©Musée d’art et d’histoire, Ville de Genève  ©Photo: Yves Siza
❿	photoplus.ch/ Christof Sonderegger



1853年にスイスのベルンに生まれたホドラーは、7歳で父を亡くしたのち、母の再婚相手だった画家
のもとで、幼くして絵画の手ほどきを受けました。14歳でトゥーンの風景画家フェルディナント・ゾンマー
に弟子入りすると、1871年からはジュネーヴでバルテレミー・メンに師事し、フランスの写実主義やバ
ルビゾン派の絵画に傾倒します。こうして風景画家として出発したホドラーは、19世紀のスイスで慣
習的だった風景表現からはすぐに脱し、新たに戸外の光のもとで、みずからの眼に映る世界を描くよう
になります。1878年にはスペインなどを旅し、故郷スイスでは感じることのできない地中海世界の強い
光も経験します。さらに1880年代以降の作品には、後年のホドラー自身の絵画を予告する、湖面に
反射／反映する木 な々どのイメージが現われてきます。

光のほうへ―初期の風景画1Chapter

《インターラーケンの朝》 1875年、油彩・カンヴァス、51.8×73.2cm、ベルン美術館
Kunstmuseum Bern, Schenkung Stiftung Gemäldesammlung Emil Bretschger

《マロニエの木》 1889年、油彩・カンヴァス、47×32cm、ジュネーヴ美術・歴史博物館
©Musée d’art et d’histoire, Ville de Genève  ©Photo: Bettina Jacot-Descombes

田舎道に立つマロニエの木々が光を浴び、水面にその姿を反射させてい
ます。上下対称に浮かび上がる実像と虚像。ホドラーはこれ以降、そうし
た自然の世界に見られる事物の「反射」や「反映」、形態の「反復」や「平
行」という現象に惹かれていきます。
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若きホドラーの日 に々は、暗い影がつきまとっていました。少年期から青年期のホドラーの傍らには、
つねに「死」があったからです。1885年までに彼は、父ばかりでなく、母と兄弟のすべてを結核のため
失っています。あるいはそのためかもしれません、ジュネーヴの詩人ルイ・デュショーザルとの出会いな
どを機に、ホドラーは1880年代半ばから、眼に見える世界よりも、眼には見えない人間の内面や精神
活動を重視する象徴主義の思想へと急速に接近します。その結果、1880年代のホドラーの絵画には、
「憂鬱」や「内省」、そして「死」のイメージがくりかえし描かれることになります。

暗鬱な世紀末?―象徴主義者の自覚2Chapter

《傷ついた若者》 1886年、油彩・カンヴァス、103.3×172.5cm、ベルン美術館
Kunstmuseum Bern, Geschenk des Künstlers

《病み上がりの女性》 1880年頃、油彩・カンヴァス、54×45cm  
ヴィンタートゥール、オスカー・ラインハルト美術館アム・シュタットガルテン   
Photo: SIK-ISEA (Philip Hitz)

草原に裸体の青年が横たわっています。よく見れば、後頭部からは血が
流れ、白い衣に褐色の染みをつくっています。彼はすでに死んでいるのか、
それともまだ生きているのか。本作は「善きサマリア人」の物語を描いた作
品から派生したものだったと考えられますが、ここでは聖書の物語性は退
き、画家の視線は若い男性の肉体そのものに向けられています。
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人間の内面や心理に惹かれ始めたホドラーは、単に暗鬱した世界に閉じこもったのではありませんで
した。「良きリズム」という意味をもつ《オイリュトミー》（1895年）以降、ホドラーは、身体の動きによって
表わされる人間の感情、そして運動する身体が織りなす「リズム」の表現に向かいます。このようなホ
ドラーの関心は、スイスの音楽教育家エミール・ジャック＝ダルクローズによる「リトミック」など、当時生
まれつつあった前衛的な舞踏の思想とも呼応するものでした。ホドラーはまた、自然の世界にはさまざ
まな秩序が隠されており、類似する形態の反復や、シンメトリーをなす構造がいたるところに存在する
と考えていました。彼はそれを「パラレリズム」（平行主義）と呼び、絵画のシステムとして応用していった
のです。

リズムの絵画へ―踊る身体、動く感情3Chapter

《感情Ⅲ》 1905年、油彩・カンヴァス、117.5×170.5cm、ベルン州
©Kanton Bern (Prolith AG, Bern)

《悦ばしき女》 1910年頃、油彩・カンヴァス、166×118.5cm、ベルン美術館
Kunstmuseum Bern, Leihgabe

1900年以降のホドラーの絵画には、舞踏のイメージが頻繁に見られます。踊る女性
を背面から描いたこの作品などは、運動する身体によって体現される「生の悦び」を
表わしていると考えられます。

互いに似たところがありながら、少しずつ違った身ぶりを見せる4人の女性。彼女らは
前進しているようにも、踊っているようにも見えます。奥行きを欠いて上方へ広がる地
面には、豊穣や美を暗示するポピーの花が無数に咲いています。女性の身体がリズ
ミックに連鎖するこの構図は、先立って制作された《オイリュトミー》と対をなすもので、
ホドラーによる「生」のイメージを視覚化しています。
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《歩む女》 1910年頃、油彩・カンヴァス、112.5×50.5cm、
個人蔵

《オイリュトミー》 1895年、油彩・カンヴァス、167×245cm、ベルン美術館
Kunstmuseum Bern, Staat Bern

落ち葉の散った晩秋の道を歩く、年老いた5人の男たち。それは「死」へ
の接近を暗示します。ホドラーは後年、人間には「死」が迫るからこそ、わ
れわれの「生」は躍動し、それぞれに異なる「リズム」をもつのだと語ってい
ます。この《オイリュトミー》には、そのような思想が描かれているのだといい
ます。「良

オイリュトミー

きリズム」という題意をもつこの大作は、ホドラーの「死」への意識
が、むしろ「生」に対する関心に転じうるものであったことを物語ります。
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世界の中にリズムや構造を見出そうとしたホドラーは、スイス・アルプスの自然からも、絶えず想像力を
刺激されていました。「もっとも強い幻

ファンタジー

想は、無尽蔵の啓発の源泉たる自然によって養われる」─彼
はそう語っています。そして1900年代以降、眼に映る風景を、次第に抽象化していきます。そこでは、
山 の々輪郭、湖面に映るシルエット、あるいは雲などが、一種の装飾的な図柄を構成する造形要素の
ようにして扱われます。たとえば、ホドラーがくりかえし描いたユングフラウ山やシュトックホルン山群、
レマン湖といったアルプスの風景は、もはや再現的であることを超えて、抽象化された形態と色彩の
パターンとして表わされるのです。

4Chapter

弾力のあるゴムのように伸びた白い雲が、そのシルエットをレマン湖に投影
しています。空と湖は、水平線を境に画面を二分し、上下に平行するふた
つの世界をつくり出しています。これはホドラーのいう「パラレリズム」の原
理を表わしています。さまざまな空の表情を映し出す巨大なスクリーンのよ
うなレマン湖は、ホドラーにとって、みずからの表現要素を見いだすための
尽きることのない源泉でした。

《レマン湖とジュラ山脈（風景の形態リズム）》 1908年頃、油彩・カンヴァス、48×64cm、アールガウ州立美術館
Aargauer Kunsthaus Aarau / Legat / Bequest Kurt Lindt  ©Jörg Müller

《シェーブルから見たレマン湖》 1905年頃、油彩・カンヴァス、80×100cm、ジュネーヴ美術・歴史博物館
©Musée d’art et d’histoire, Ville de Genève  ©Photo: Yves Siza
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スイス山岳観光で有名なユングフラウ山は、ホドラーが好んで描いた山の
ひとつでした。切り子細工を思わせる複雑な断面をもった険しい山の斜面
は、白い雪や緑の植生、薄紅の岩肌などに覆われて、まるで装飾的なパ
ターンをなしているかのようです。踊るような雲も、そこに伴奏を加えてい
ます。

ニーセン山は、クーノ・アミエやパウル・クレーといった多くのスイス人画家
を惹きつけた山でした。ピラミッド型をしたこの山の特徴的な形態が、風
景を抽象化して描こうとする画家たちの意識を刺激したといえるかもしれま
せん。その出発点にいたのがホドラーでした。彼はニーセンを単に再現的
に描くのではなく、輪郭線を強調した三角形のフォルムで表わし、湖面に
映る影や周囲の雲とともに、幾何学的なパターンとして再構成しています。

《ミューレンから見たユングフラウ山》 1911年、油彩・カンヴァス、60×90cm、ベルン美術館
Depositum der Gottfried Keller-Stiftung/Kunstmuseum Bern

《トゥーン湖とニーセン山》 1910年、油彩・カンヴァス、105.5×83cm、個人蔵
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ホドラーは、19世紀後半以降のヨーロッパに生じた装飾芸術運動の高まりの中にいました。チューリ
ヒのスイス国立博物館のために制作したフレスコ壁画《マリニャーノの退却》（1897-1900年）、イエナ大
学を飾った《独立戦争に向かうドイツ学徒の旅立ち》（1907/08年）、ハノーファー市庁舎の会議室に据
えられた《全員一致》（1911-13年）、そして再びスイス国立博物館の壁画として構想された未完の《ムル
テンの戦い》と、ホドラーは歴史場面を主題とするモニュメンタルな室内装飾を生涯にわたって手掛け
ました。これらの装飾プロジェクトにおいても、ホドラーは「パラレリズム」の方法によって人物の形態
を反復し、連鎖させることで、動的な画面を構成しようとしました。それは絵画という平面において生
じる視覚的なリズムを、いわば室内の「空間」にまで押し広げるような試みでした。それらの装飾プロ
ジェクトを、習作とともに見ていきます。

5Chapter

《「全員一致」のための構図習作》 1912/13年、油彩・カンヴァス、52.5×163cm、ジュネーヴ美術・歴史博物館
©Cabinet d’arts graphiques des Musées d’art et d’histoire, Genève  ©Photo: Bettina Jacot-Descombes

《「マリニャーノの退却」のための構図習作》 1897/98年、鉛筆・色鉛筆・アクリル・
グアッシュ・紙（カルトンに貼り付け）、36.6×57.6cm、ベルン美術館   
Kunstmuseum Bern, Legat Hector Hodler

《木を伐る人》 1910年、油彩・カンヴァス、129.5×100cm、ベルン、モビリアール美術コレクション

1908年にホドラーはスイスの新紙幣のデザインを依頼され、有名な《木を
伐る人》を手掛けました。スイスの国民性を象徴する意匠を生み出そうと
したホドラーは、労働する人間の姿を描いたのです。このイメージは、実
際に50スイス・フラン紙幣に使用され、「国民画家」としてのホドラーの地
位を決定づけることになりました。
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装飾画家としてのホドラーは、1913年から1917年にかけて、チューリヒ美術館にある階段間のための
壁画を制作します。最終的に5人の女性像によって構成されたその壁画は、画家自身によって《無限
へのまなざし》と名づけられました。そこには、集団舞踏を思わせるイメージが描かれています。互い
に類似する身ぶりをした女性たちが、水平方向に連鎖していくのです。それはおそらく、晩年を迎えつ
つあった画家が見た、終わらない「リズム」の夢でした。ホドラーの生涯におけるハイライトとなったそ
の作品を、習作によって概観します。

6Chapter

《「無限へのまなざし」の単独像習作》 1913/1915年、
油彩・カンヴァス、130.5×60cm、ジュネーヴ美術・歴史博物館
©Musée d’art et d’histoire, Ville de Genève  ©Photo: Bettina Jacot-Descombes

《無限へのまなざし》を制作するホドラー、ジュネーヴ（1916年）
©Getrud Dübi-Müller / Fotostiftung Schweiz

《「無限へのまなざし」の単独像習作》 1917年頃、油彩・カンヴァス、127×59.5cm、ベルン州
©Kanton Bern (Prolith AG, Bern)

ホドラーは壁画《無限へのまなざし》のために無数の習作を残しました。こ
れは壁画中央に立つ女性像の油彩習作です。単独で見れば、あまりの動
きのない人物像ですが、5人の女性像が水平に並んでひとつの画面をなす
とき、彼女らの身ぶりは連鎖し、画面の外へとつづいていくようなリズムを
生じさせます。
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折しも《無限へのまなざし》を制作していた頃、ホドラーは癌におかされた20歳年下の恋人ヴァラン
ティーヌ・ゴデ＝ダレルの死を見つめていました。彼は、刻 と々衰えていく病床のゴデ＝ダレルの姿を素
描によって記録し、ついには死した彼女を、まるでキリストの遺骸のごとく描きました。そして、そのゴ
デ=ダレルの死から3年後の1918年、ホドラー自身も彼女を追うように、ジュネーヴで没します。けれど
も、恋人の死に立ち会った晩年のホドラーは、決して悲哀に沈んだのではありません。彼はそれ以後
も、アルプスの風景と変わらず向き合いながら、しかしそれらを、かつてよりもいっそう抽象化した色面
と表現主義的な色合いで描きました。

終わりのとき―晩年の作品群7Chapter

《バラの中のヴァランティーヌ・ゴデ＝ダレルの遺骸》 1915年、油彩・カンヴァス、60.5×124.5cm、チューリヒ、コーニンクス美術館  

《白鳥のいるレマン湖とモンブラン》 1918年、油彩・カンヴァス、77×152.2cm、ジュネーヴ美術・歴史博物館
©Musée d’art et d’histoire, Ville de Genève  ©Photo: Yves Siza

《病床のヴァランティーヌ・ゴデ＝ダレルの頭部》 1915年  
鉛筆・白のグアッシュ・灰色の紙、33.7×48.5cm、ベルン美術館   Kunstmuseum Bern

ホドラーの没年である1918年に制作された作品です。このとき、画家はも
はや身体の自由を失い、戸外で絵を描くことができなくなっていました。そ
のため、住居の窓越しから見るレマン湖とモンブランの風景を描きつづけ
たのです。本作は、同時代の表現主義にもつうじる鮮やかな色彩表現とリ
ズミックに配された白鳥たちの形態において印象的です。

1915年1月25日の午後に亡くなったヴァランティーヌ・ゴデ＝ダレルの遺骸を、
ホドラーはその翌日に数度にわたって描きとめました。痩せこけて皮膚が変
色した遺骸を、真横から即物的なものとして見つめるホドラーのまなざしは、
バーゼル美術館に所蔵されるハンス・ホルバイン（子）による《墓の中の死せ
るキリスト》の構図と生 し々い死体の描写を想起させる一方、バラを配した
薄紅の空間は、それがあたかも心象風景であるかのような印象を与えます。
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東京会場

会期： 2014年10月7日（火）～ 2015年1月12日（月・祝）
会場： 国立西洋美術館  
 東京都台東区上野公園7–7

開館時間：午前9時30分～午後5時30分（金曜日は午後8時まで） ＊入館は閉館の30分前まで
休館日：月曜日（ただし、10月13日、11月3日、11月24日は開館、翌火曜日は休館）／12月28日～1月1日

主催─ 国立西洋美術館／NHK／NHKプロモーション
共同企画─ ベルン美術館
後援─ 外務省／スイス大使館
特別協力─ ジュネーヴ美術・歴史博物館
協賛─ スイス・リー・グループ／大日本印刷／中外製薬
助成─ スイス・プロヘルヴェティア文化財団
協力─ 西洋美術振興財団／スイス政府観光局／スイス インターナショナル エアラインズ／
 ネスレ／ユングフラウ鉄道グループ

観覧料金：
一般＝当日1,600円／前売・団体1,400円
大学生＝当日1,200円／前売・団体1,000円
高校生＝当日800円／前売・団体600円
早割ペア券＝2,000円（2枚1組で販売）

＊早割ペア券は4月15日（火）～ 6月30日（月）、前売券は8月1日（木）～10月6日（月）まで販売
＊チケット取扱い：国立西洋美術館、展覧会公式ホームページ、ローソンチケット（Lコード：34406）、
   チケットぴあ（Pコード：766-167）、セブン‒イレブン店舗（セブンコード：030-165）ほか、主要プレイガイド
＊中学生以下無料
＊心身に障がいのある方とその付添者1名は無料（入館の際に障がい者手帳をご提示ください）
＊団体は20名以上（20名につき1名無料）
＊お問い合わせ：ハローダイヤル 03-5777-8600

兵庫会場

会期： 2015年1月24日（土）～ 4月5日（日）
会場： 兵庫県立美術館
 神戸市中央区脇浜海岸通1–1–1

開館時間：午前10時～午後6時（金曜、土曜日は午後8時） ＊入場は閉館の30分前まで
休館日：月曜日

主催─ 兵庫県立美術館／NHK神戸放送局／NHKプラネット近畿
共同企画─ ベルン美術館
後援─ 外務省／スイス大使館／兵庫県／兵庫県教育委員会／神戸市／神戸市教育委員会
特別協力─ ジュネーヴ美術・歴史博物館
協賛─ スイス・リー・グループ／大日本印刷／中外製薬
助成─ スイス・プロヘルヴェティア文化財団
協力─ スイス政府観光局／スイス インターナショナル エアラインズ／ネスレ／
 ユングフラウ鉄道グループ

◉報道関係お問い合わせ

東京会場
「ホドラー展」広報事務局（ウインダム内） 
〒103-0014  東京都中央区日本橋蛎殻町1-28-9  ヤマナシビル4F
TEL. 03-5642-3765  FAX. 03-3664-3833  E-mail. hodler@windam.co.jp

兵庫会場
兵庫県立美術館
〒651-0073 兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通1–1–1
TEL. 078-262-0905
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展覧会ホームページ（東京・兵庫共通）： http://hodler.jp/

表紙・裏表紙：
《感情Ⅲ》 1905年、油彩・カンヴァス、117.5×170.5cm、ベルン州
©Kanton Bern (Prolith AG, Bern)

《ミューレンから見たユングフラウ山》 1911年、油彩・カンヴァス、60×90cm、ベルン美術館
Depositum der Gottfried Keller-Stiftung/Kunstmuseum Bern

日本・スイス国交樹立150周年記念



2014年10月7日（火）～2015年1月12日（月・祝）
国立西洋美術館  
2015年1月24日（土）～4月5日（日）
兵庫県立美術館


